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会　員　数
令和４年度 （８月1日現在）

男　性　　767人
女　性　　504人
　計　　1,271人

　皆様が楽しみにしている「親睦旅行」ですが、新型コロナウイルスの
第７波感染拡大を受けて、昨年同様「親睦旅行」を中止することになり
ました。
　今年度も、互助会の行事を開催できずに残念に思います。
　今後コロナ感染が収まりましたら皆様に還元できるように考えたいと
思います。

令和４年度  親睦旅行中止のお知らせ



シルバー   とくしま （2）令和４年９月１日

◎
感
謝
状
贈
呈
者

多
年
に
わ
た
り
会
員
に
就
業
機
会

を
賜
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に

寄
与
が
顕
著
な
方
々
に
対
し
贈
呈
。

・
社
会
医
療
法
人
川
島
会

　
　
川
島
病
院
　
様

・
株
式
会
社
フ
ジ
ゲ
ン
　
様

・
岡
田
企
画
株
式
会
社

　
　
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
　
様

・
宗
教
法
人
　
國
分
寺
　
様

・
公
益
財
団
法
人

　
　
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
　
様

・
一
般
財
団
法
人

　
　
徳
島
県
観
光
協
会
　
様

・
公
益
財
団
法
人

　
　
徳
島
市
公
園
緑
地
管
理
公
社
　
様

・
阿
波
お
ど
り
会
館
・
眉
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
運
営
共
同
体
　
様

・
医
療
法
人
ゆ
う
あ
い
会

　
　
愛
日
病
院
　
様

・
一
般
財
団
法
人
　
厚
仁
会
　
様

◎
特
別
表
彰
贈
呈
者

代
表
理
事
と
し
て
10
年
間
就
任
し

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方

に
贈
呈
。

・
森
本
　
　
勝

　（
平
成
23
年
度
　
理
事
長
就
任
）

代
表
理
事
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ
退
任

後
も
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
に
対
し
贈
呈
。

・
田
村
　
圭
造

　（
平
成
24
年
度
　
副
理
事
長
就
任
）

・
上
野
　
見
親

　（
平
成
28
年
度
　
副
理
事
長
就
任
）

・
南
　
　
惠
吉

　（
平
成
30
年
度
　
副
理
事
長
就
任
）

会
員
と
し
て
25
年
以
上
セ
ン
タ
ー

事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し

贈
呈
。

・
高
野
英
一
郎
（
佐
古
地
区
）

・
山
崎
　
妙
子
（
佐
古
地
区
）

・
萱
間
　
文
子
（
八
万
南
地
区
）

・
金
子
　
博
明
（
津
田
地
区
）

・
山
中
　
一
郎
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

・
中
村
　
久
子
（
国
府
北
地
区
）

・
清
川
　
元
繁
（
川
内
・
応
神
地
区
）

徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
設
立
4040
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る

周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る

　
令
和
４
年
６
月
14
日
（
火
）
あ
わ

ぎ
ん
ホ
ー
ル
４
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
設
立
40
周
年
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
幻
の
鳴
り
物
集
団
「
藍
吹

雪
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓
の
演

武
（
御
座
船
太
鼓
・
御
殿
太
鼓
）
に

よ
り
開
会
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
、
森
本
勝
実
行

委
員
長
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
来

賓
の
徳
島
県
知
事
飯
泉
嘉
門
氏
、
徳

島
市
長
内
藤
佐
和
子
氏
、
徳
島
市
議

会
議
長
井
上
武
氏
、
徳
島
労
働
局
長

伊
藤
浩
之
氏
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
設
立
40
周
年
記
念
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
事
業
に
長
年
に
わ

た
り
貢
献
く
だ
さ
い
ま
し
た
企
業
10

社
に
感
謝
の
意
を
表
し
感
謝
状
を
贈

呈
、
続
い
て
、
特
別
表
彰
、
役
員
表

彰
、
会
員
表
彰
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳島市長
内藤佐和子 氏

徳島県知事
飯泉　嘉門 氏



シルバー   とくしま（3） 令和４年９月１日

◎
理
事
表
彰

理
事
と
し
て
３
期
６
年
務
め
セ
ン

タ
ー
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に

対
し
贈
呈
。

・
和
泉
佐
代
子

・
笠
井
　
　
元

・
土
川
　
資
雄

◎
会
員
表
彰

〇
20
年
在
籍
（
13
名
）

檜
垣
　
孝
司
（
八
万
南
地
区
）

金
沢
　
　
洋
（
沖
洲
地
区
）

富
積
　
カ
ツ
（
内
町
・
新
町
地
区
）

小
川
　
里
視
（
佐
古
地
区
）

吉
本
キ
ミ
子
（
八
万
南
地
区
）

水
口
ハ
ル
ノ
（
津
田
地
区
）

藤
枝
　
明
由
（
沖
洲
地
区
）

角
　
　
健
次
（
川
内
・
応
神
地
区
）

宮
本
　
吉
治
（
加
茂
地
区
）

柏
尾
　
英
憲
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

小
泉
　
榮
一
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

阿
部
　
　
充
（
渭
北
地
区
）

橋
本
　
隆
義
（
加
茂
地
区
）

〇
15
年
在
籍
（
26
名
）

吉
田
　
輝
子
（
昭
和
地
区
）

藤
村
　
雅
俊
（
津
田
地
区
）

米
田
　
俊
行
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

妹
尾
　
哲
男
（
沖
洲
地
区
）

梶
浦
　
正
子
（
佐
古
地
区
）

佐
藤
　
浩
紀
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

山
田
　
泰
清
（
八
万
南
地
区
）

橋
本
　
京
子
（
渭
東
地
区
）

米
原
　
幸
子
（
昭
和
地
区
）

森
　
　
銀
子
（
昭
和
地
区
）

椎
本
　
允
二
（
国
府
北
地
区
）

荒
木
　
義
雄
（
沖
洲
地
区
）

大
川
　
久
代
（
渭
東
地
区
）

田
中
　
良
一
（
渭
北
地
区
）

芝
　
　
公
治
（
八
万
南
地
区
）

光
藤
千
賀
子
（
渭
北
地
区
）

阿
部
由
美
子
（
国
府
南
地
区
）

山
内
　
敏
美
（
加
茂
名
・
不
動
地
区
）

佐
々
木
洋
子
（
佐
古
地
区
）

宮
本
　
繁
美
（
沖
洲
地
区
）

宮
城
　
利
昭
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

宮
内
　
啓
子
（
八
万
南
地
区
）

東
山
久
仁
子
（
沖
洲
地
区
）

内
藤
　
勝
幸
（
名
東
地
区
）

吉
田
　
憲
市
（
佐
古
地
区
）

水
上
　
正
一
（
昭
和
地
区
）

〇
10
年
在
籍
（
48
名
）

玉
井
　
洋
子
（
津
田
地
区
）

八
田
　
昌
子
（
佐
古
地
区
）

増
田
恵
美
子
（
東
西
富
田
地
区
）

篠
塚
　
邦
広
（
加
茂
地
区
）

髙
橋
喜
久
代
（
東
西
富
田
地
区
）

北
原
　
裕
司
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

木
内
　
　
努
（
加
茂
名
・
不
動
地
区
）

小
篠
　
宏
勝
（
渭
東
地
区
）

大
和
　
　
久
（
渭
東
地
区
）

武
田
　
文
雄
（
八
万
南
地
区
）

村
口
　
武
男
（
国
府
南
地
区
）

柏
木
　
宏
司
（
川
内
・
応
神
地
区
）

増
田
　
隆
弘
（
東
西
富
田
地
区
）

源
　
　
正
二
（
津
田
地
区
）

井
上
　
宏
子
（
佐
古
地
区
）

岡
田
　
順
三
（
八
万
南
地
区
）

黒
田
　
文
子
（
国
府
北
地
区
）

泰
地
　
茂
夫
（
八
万
北
地
区
）

多
田
五
十
鈴
（
八
万
北
地
区
）

三
好
　
賢
一
（
渭
東
地
区
）

岡
田
　
幸
三
（
名
東
地
区
）

米
田
　
　
均
（
渭
東
地
区
）

石
本
　
裕
一
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

勝
井
　
直
敏
（
入
田
・
上
八
万
地
区
）

田
所
佐
知
子
（
東
西
富
田
地
区
）

山
川
　
朱
美
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

辻
本
　
吉
生
（
津
田
地
区
）

吉
本
　
和
子
（
内
町
・
新
町
地
区
）

土
井
　
裕
司
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

南
　
　
忠
男
（
沖
洲
地
区
）

保
清
　
　
保
（
加
茂
地
区
）

山
本
　
　
進
（
国
府
北
地
区
）

奥
角
　
俊
雄
（
東
西
富
田
地
区
）

田
中
　
敏
雄
（
渭
東
地
区
）

一
條
　
良
宣
（
昭
和
地
区
）

四
宮
　
耕
一
（
国
府
北
地
区
）

森
長
　
正
次
（
渭
東
地
区
）

森
　
　
　
猛
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

土
川
　
資
雄
（
名
東
地
区
）

山
田
　
浅
夫
（
入
田
・
上
八
万
地
区
）

西
岡
　
光
子
（
渭
北
地
区
）

小
泉
　
德
子
（
渭
東
地
区
）

松
平
三
千
子
（
加
茂
地
区
）

前
田
　
博
二
（
津
田
地
区
）

奥
津
　
　
豊
（
勝
占
・
多
家
良
地
区
）

大
磯
　
利
一
（
加
茂
名
・
不
動
地
区
）

西
岡
　
繁
子
（
名
東
地
区
）

黒
田
美
津
子
（
渭
北
地
区
）

〇
優
良
地
区
表
彰

　
国
府
北
地
区
　
会
員
数
47
名

　
　（
地
区
長
　
船
戸
　
善
邦
）

〇
優
良
職
域
表
彰

　
剪
定
班
　
　
　
会
員
数
62
名

　
　（
統
括
班
長
　
網
谷
　
義
成
）

藤
枝
　
明
由

・・
20
年
在
籍

・・
沖
洲
地
区

　
長

・・
寺
島
公
園

除
草
清
掃
業

務
就
業
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　
記
念
式
典
に
引
き
続
き
ま
し
て
、

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
は
、
午
後
２
時
30
分
か
ら
開

催
さ
れ
、
次
の
議
事
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

徳
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
会
員
表
彰
者
の
紹
介
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理
事
長
　
渡
辺
　
正
樹

　
こ
の
た
び

理
事
長
に
就

任
い
た
し
ま

し
た
渡
辺
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
徳
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
設
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
間
、
歴
代
の
会
員
の
皆
さ

ま
の
熱
意
と
実
績
、
多
く
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ

り
、
今
日
が
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

に
改
め
ま
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

そ
の
大
き
な
節
目
の
年
に
理
事
長
を

拝
命
し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
生
百
年

時
代
を
見
据
え
る
中
で
、
セ
ン
タ
ー

事
業
の
果
た
す
役
割
は
、
今
後
一
層

増
し
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
か
ら

も
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
理
念
の
も
と
、
徳
島
市
の
地
域
社

会
の
中
核
を
担
う
地
域
を
支
え
る
有

力
な
団
体
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま

か
ら
頼
ら
れ
、
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
私
も
理
事
長
と
し

て
、
発
注
者
の
皆
さ
ま
、
会
員
の
皆

さ
ま
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
皆
さ
ま
に

満
足
し
て
頂
け
る
様
に
、
誠
心
誠
意

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
前
理
事
長
　
森
本
　
　
勝

　
私
の
出
生

地
は
、
徳
島

市
佐
古
六
番

町
。
佐
古
幼

稚
園
、
佐
古

小
学
校
、
城

西
中
学
校
の

卒
業
で
す
。
１
学
年
は
６
ク
ラ
ス
で

１
ク
ラ
ス
は
約
50
人
強
。
社
会
人
に

な
っ
て
も
毎
年
の
よ
う
に
ク
ラ
ス
会

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
途
絶

え
て
お
り
ま
す
。
人
生
80
年
と
言
い

ま
す
が
、
そ
の
時
が
来
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
度
、
永
年
お
世
話
に
な
っ
た

理
事
長
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
皆
様
に
支
え
て
頂
き

今
日
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は
最
大
の

嬉
び
で
す
。

　
会
員
皆
々
様
及
び
ご
家
族
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
致
し

ま
す
と
共
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

役
員
紹
介

報
告
事
項
と
し
て

・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
の
報
告

・
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
の
報
告

決
議
事
項
と
し
て

・
令
和
３
年
度
事
業
報
告
の
承
認

・
令
和
３
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告

・
役
員
選
任
の
承
認

全
会
一
致
で
決
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
閉
会
後
、
互
助
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
全
会
一
致
で
議
事

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

長
　
渡
辺
　
正
樹
（
新
任
）

副
理
事
長
　
米
田
　
　
均
（
再
任
）

常
務
理
事
　
三
輪
　
俊
之
（
再
任
）

理
　
　
事
　
市
橋
　
健
司
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
梅
本
　
儀
一
（
新
任
）

　 

〃  

　
　
篠
原
　
昭
二
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
妹
尾
　
昭
彦
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
高
島
　
誠
一
（
新
任
）

　 

〃  

　
　
谷
　
　
洋
子
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
中
山
　
　
努
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
西
　
　
和
彦
（
新
任
）

　 

〃  

　
　
西
川
　
敬
子
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
橋
本
　
敬
子
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
平
尾
　
京
子
（
新
任
）

　 

〃  

　
　
藤
本
　
光
子
（
新
任
）

　 

〃  

　
　
森
　
　
憲
二
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
森
　
　
正
明
（
再
任
）

監
　
　
事
　
須
賀
　
昌
彦
（
再
任
）

　 

〃  

　
　
竹
原
　
義
典
（
新
任
）

就
　
任
　
挨
　
拶

退
　
任
　
挨
　
拶

・
８
月
就
業
分

　
９
月
20
日
（
派
遣
）
22
日
（
受
託
）

・
９
月
分

　
10
月
20
日
（
派
遣
）
25
日
（
受
託
）

・
10
月
分

　
11
月
18
日
（
派
遣
）
25
日
（
受
託
）

・
11
月
分

　
12
月
20
日
（
派
遣
）
23
日
（
受
託
）

　
徳
島
市
問
屋
町
び
っ
く
り
日
曜
市

に
て
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

花
の
土
、
花
の
球
根
（
も
し
く
は
種
）、

各
種
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
チ
ラ

シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
各
300
セ
ッ
ト
を

２
回
無
料
配
布
、
パ
ネ
ル
展
示
等
。

日
時
　
令
和
４
年
９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
第
１
回
９
時
～
300
セ
ッ
ト

　
　
　
第
２
回
10
時
～
300
セ
ッ
ト

場
所
　
徳
島
市
問
屋
町
　
び
っ
く
り

日
曜
市
　
池
の
東
側

※
地
区
総
会
で
９
月
18
日
（
日
）
予

定
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
変
更
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

配
分
金
等
支
払
日
に
つ
い
て

普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て
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令和 4 年度傷害・賠償事故発生状況
　1. 会員賠償事故

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況 ( 賠償事由 ) 被害者への対応 賠償金額

R４.５
男性

72歳代
就業中

草刈機で除草中、石が飛び駐車中の車の
フロントガラスを破損させてしまった。

ガラスの弁償 120,802円

　2. 会員傷害事故

発生日
性別
年齢

区分 事故の状況 傷害の状況
入院通院

（見込み）

R４.７
男性

60歳代
就業中

分解作業中、分解していた線を勢いよく
引き過ぎ、線が右目に当たり負傷

角膜の負傷 通院 5 日

安全・適正就業委員会から安全・適正就業委員会から

　熱中症の症状
　　　　　　  ○めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い
　　　　　　  ○頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う
重症になると  ○返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い

※熱中症は上記症状が出る前から予防することが重要です。「まだ大丈夫」ではなく大丈夫なうちに体温を下げるよう休憩と水分補給をしましょう。

熱中症予防のために
暑さを避ける

こまめに水分を補給する

室内では・・・　　　　　　　　　　　　　　室外では・・・
　▶扇風機やエアコンで温度を調節　　　　　　　　　▶日傘や帽子の着用
　▶遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用　　　　　　▶日陰の利用、こまめな休憩
　▶室温をこまめに確認　　　　　　　　　　　　　　▶高気温の日は外出をできるだけ控える
　からだの蓄熱を避けるために
　▶通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
　▶保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

室内でも、屋外でも、のどの渇きを感じなくても、こまめに水分・塩分、スポーツドリンクなどを補給する



シルバー   とくしま （6）令和４年９月１日

設  

立  

40  

周  

年  

記  

念  

事  

業

高
齢
初
心
者
向
け

ス
マ
ホ
教
室

参
加
者
募
集

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
か

た
を
一
か
ら
学
び
、
日
常
生
活

や
お
仕
事
に
活
用
す
る
コ
ツ
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

□
第
１
回
　
９
╱
26（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
３
日
間

□
第
２
回
　
10
╱
24（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
３
日
間

□
第
３
回
　
11
╱
28（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
３
日
間

　
各
午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で

申
込
方
法

第
１
回
～
３
回
の
い
づ
れ
か

選
択
の
上
で
電
話
申
込
。

☎︎
０
８
８
（
６
５
３
）
６
２
６
２

そ
の
他

・
各
先
着
10
名
。

・
ス
マ
ホ
貸
出
あ
り
。

・
す
べ
て
無
料
で
す
。

野
々
村
友
紀
子
氏 

講
演
会

「
強
く
生
き
て
い
く
た
め
に

　
　 

あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」

・
１
９
７
４
年
８
月
５
日
生

・
大
阪
出
身

・
２
丁
拳
銃
、
修
士
の
嫁

・
芸
人
と
し
て
活
躍
後
放
送
作
家

に
転
身
。

・
現
在
は
吉
本
総
合
芸
能
学
院

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
東
京
校
の
講
師
、

著
書
・
脚
本
等
の
作
家
業
に
加

え
、
メ
デ
ィ
ア
出
演
な
ど
多
方

面
で
活
躍
中
。

日
時
　
令
和
４
年
11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
開
演

会
場
　
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ

テ
ル

　
　
　（
徳
島
市
万
代
町
３
丁
目
）

〇
入
場
無
料
（
入
場
券
必
要
）

〇
申
込
方
法

希
望
者
は
別
添
チ
ラ
シ
申
込
書

を
事
務
局
ま
で
（
先
着
100
名
）

遊
歩
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

参
加
者
40
名
募
集
♥・・

佐
古
コ
ミ
セ
ン
前
を
出
発
し
て
、

① 

西
行
き
（
蔵
本
町
交
番
ま
で
）

② 

東
行
き
（
佐
古
大
橋
ま
で
）

の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
遊
歩

道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
す
。

★
参
加
者
に
商
品
券
２
千
円

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

日
時
　
令
和
４
年
10
月
７
日
（
金
）

集
合
場
所
　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
事
務
所

※
お
茶
・
ト
ン
グ
・
ゴ
ミ
袋
等
道

具
類
は
す
べ
て
用
意
し
ま
す
。

※
ご
参
加
希
望
者
は
９
月
30
日
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
６
２
６
２

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
す

　タテ列、ヨコ列、太線で囲まれた３×３のブロックのどれにも
１から９までの数字を重複しないように入れてください。
　２つの□の中の数字の合計は？

数　独　ク　イ　ズ

正解者28名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

法話

前回の漢字クイズの解答

解答欄

応募者（シルバー人材セン

ター会員）のうち正解者15

名の方に抽選で図書券を差

しあげます。

（応募締切９月30日）

７
3

8
2

4

1

6

3
2
7

2

7

9

9

9

5

2

3

4
７

1

6
1

5
3
2
1

5
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地
区
紹
介
が
ま
た
始
ま
り
ま
し
た
。

　
内
町
・
新
町
地
区
は
、
現
在
会
員

32
名
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
区
は
風
光
明
媚
な
地
で
、

四
季
折
々
の
眉
山
の
美
し
さ
と
、
新

町
川
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
流
れ
に
癒

さ
れ
ま
す
。
徳
島
駅
前
の
賑
や
か
さ

も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
戻
っ

て
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
残
念
な
が
ら
親

睦
会
を
兼
ね
る
活
動
も
電
話
、
郵
送

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
３
年

ぶ
り
に
７
月
２
日（
土
）内
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
地
区
総
会

（
16
人
参
加
）
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
７
月
10
日
（
日
）
鷲
の
門
前

広
場
清
掃
（
16
人
参
加
）
雨
が
小
降

り
の
中
を
実
施
す
る
事
が
出
来
、
す

が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
感
染
対
策
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
で
も
以
前
の
活
動
が

行
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
早
く
コ
ロ

ナ
が
終
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
皆
様
の
お
か
げ
で
令
和
３
年

５
月
31
日
（
月
）
ア
ス
テ
ィ
と
く
し

ま
に
て
優
良
地
区
表
彰
を
受
け
ま
し

た
こ
と
会
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　
次
回
は
東
西
富
田
地
区
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

内
町
・
新
町
地
区
で
す

　　
　
　
内
町
・
新
町
地
区
長

　
長
尾
　
　
治

地

区

紹

介

俳
句
・
川
柳

○

暑
い
ね
と

　
　
　
つ
い
口
走
る
　
ご
挨
拶

○

ど
こ
行
く
も

　
何
時
も
か
ぶ
れ
る
　
夏
帽
子

大
黒
　
昭
義

○

侘わ
び

助す
け

や

　
四
五
輪
残
し
て
　
友
逝
き
ぬ

○

槇
囲
い

　
　
一
直
線
に
　
刈
ら
れ
た
り

田
中
　
章
夫

○

喜
寿
過
ぎ
て

　
こ
の
世
終じ

ま

い
に
　
精
を
出
し

○

墓
参
り

　
生
き
る
幸
せ
　
死
ね
る
倖
せ

○

チ
リ
一
つ
　
残
さ
ず
行
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
黄よ

泉み

の
国

橋
本
　
京
子

○

見
は
る
か
す

　
　
　
　
海
浜
圧
し
　
入
道
雲

○

飯
食
っ
て
　
い
つ
の
間
に
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
至
の
夢

橋
本
　
守
正

第
六
十
番
石
　
山
　

横よ

こ

峰み

ね

寺じ

四国八十八ヶ所巡り  60　
白
雉
２
年
、
役
の
小
角
が
星
が
森
に

て
修
行
し
、
石
楠
木
の
霊
木
に
て
蔵
王

権
現
の
尊
像
を
刻
み
安
置
し
た
の
に
始

ま
る
。

　
の
ち
弘
法
大
師
四
国
巡
錫
の
と
き
、

当
山
に
登
ら
れ
、
42
才
厄
除
け
の
星
祭

を
修
さ
れ
、
大
日
如
来
像
を
刻
ま
れ
、

小
角
念
持
の
尊
像
を
胸
に
納
め
ら
れ
、

伽
藍
を
建
て
60
番
霊
場
に
定
め
ら
れ
た
。

　
石
鎚
山
の
別
当
職
を
し
て
い
た
の
で
、

明
治
３
年
寺
号
を
廃
し
、
県
社
石
鎚
神

社
西
遙
拝
所
横
峰
社
と
な
っ
た
。
明
治

43
年
横
峰
寺
を
再
興
し
旧
観
に
復
し
た
。

場
所
　
西
条
市
小
松
町
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10
歳
上
の
友
よ
り
、
年
令
の
代
が

変
わ
る
ご
と
に
10
代
の
差
の
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
ま
し
て
体
力
、
気

力
と
も
に
80
代
か
ら
は
、
70
代
と
は

全
然
違
う
ら
し
い
、
今
は
元
気
で
も

こ
の
先
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
高
齢
者
専
門
、
老
年
医
学
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
和
田
秀
樹
先
生

の
今
、
話
題
の
本
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

○
歩
き
続
け
よ
う
、
歩
か
な
い
と
歩

け
な
く
な
る
。

○
イ
ラ
イ
ラ
し
た
ら
深
呼
吸
、
水
や

美
味
し
い
も
の
も
効
果
的
。

○
運
動
は
体
が
き
つ
く
な
い
程
度
に
。

○
エ
ア
コ
ン
つ
け
て
水
を
飲
み
猛
暑

か
ら
命
を
守
れ
。

○
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
に
、
体
と
脳
は

イ
キ
イ
キ
す
る
。

○
記
憶
力
は
年
令
だ
け
で
な
く
、
使

わ
な
い
か
ら
落
ち
る
。

○
好
き
な
こ
と
を
す
る
。
嫌
な
こ
と

は
し
な
い
。

○
外
に
出
よ
う
。
引
き
こ
も
る
と
脳

は
暗
く
な
る
。

○
食
べ
た
い
も
の
は
食
べ
て
よ
し
、

小
太
り
ぐ
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

○
「
ち
ょ
っ
と
ず
つ
」
こ
ま
め
に
や

る
の
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。

○
「
な
ん
と
か
な
る
さ
」
は
幸

（
高
）

齢
者

の
魔
法
の
言
葉
。

○
脳
ト
レ
よ
り
も
、
楽
し
い
こ
と
が

脳
に
は
い
い
。

○
話
し
た
い
こ
と
は
遠
慮
せ
ず
、
話

せ
ば
気
分
も
晴
れ
て
く
る
。

○
病
院
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決

め
て
お
く
。

○
不
良
高
年
で
い
い
、
い
い
人
を
演

じ
る
と
健
康
不
良
に
な
る
。

○
学
び
を
や
め
た
ら
年
老
い
る
。
行

動
は
学
び
の
先
生
。

○
見
栄
を
張
ら
な
い
。
あ
る
も
の
で

生
き
る
。

○
無
邪
気
に
な
れ
る
の
は
、
老
い
の

特
権
。

○
面
倒
な
こ
と
ほ
ど
実
は
面
白
い
。

○
脳
は
光
で
ご
機
嫌
に
な
る
。

○
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
。
自
分
の

経
験
を
生
か
せ
ば
よ
い
。

○
ゆ
っ
く
り
と
今
日
を
生
き
る
。
終

わ
り
は
決
め
な
い
。

○
楽
天
主
義
は
幸

（
高
）

齢
者
に
こ
そ
必
要
。

○
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
呼
吸
で
老
い
退
治
。

☆
鼻
か
ら
静
か
に
息
を
吸
い
ま
す
。

吸
い
込
ん
だ
空
気
が
肺
で
は
な
く
、

下
腹
ま
で
落
と
し
て
い
く
。
十
分

吸
っ
た
ら
今
度
は
口
か
ら
息
を
吐

き
出
す
。
ハ
ァ
ー
と
静
か
に
ゆ
っ

く
り
お
腹
の
空
気
を
す
べ
て
吐
き

出
す
。

○
老
化
よ
り
朗
化
。
こ
れ
が
愛
さ
れ

る
理
由
。

○
笑
う
門
に
は
福
が
来
る
。
楽
し
い

か
ら
笑
う
の
で
は
な
い
。
笑
う
か

ら
楽
し
い
の
だ
。

　
先
生
の
話
だ
と
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

て
き
た
の
だ
か
ら
、
幸

（
高
）

齢
者
は
も
っ

と
自
分
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
行
動
を

す
る
べ
き
。
我
慢
や
無
理
を
し
な
が

ら
で
は
、
間
違
い
な
く
心
や
体
に
は

負
担
と
な
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
時
間
を
満
足
し
な
が
ら
、

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容
で
し

た
。

　
日
々
を
楽
し
く
暮
ら
す
、
し
た
い

こ
と
を
し
、
日
々
気
楽
に
一
日
一

日
を
過
ご
し
て
い
く
。
先
生
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
今
ま
で
頑
張
っ
て
き

た
の
だ
か
ら
、
最
後
に
許
さ
れ
た
幸

（
高
）

齢
者
の
特
権
な
ら
ば
、
ゆ
っ
た
り
と
、

の
ん
び
り
長
生
き
が
楽
し
み
に
な
る

暮
ら
し
、
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
和
田
秀
樹
精
神
科
医

「
80
歳
の
壁
」
よ
り

●
編
集
後
記

　
気
温
40
度
と
い
う
体
温
以
上

の
猛
暑
の
夏
を
乗
り
越
え
た
皆

様
に
は
、
そ
の
後
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
災
厄
三
年
目
を
迎
え
、
県
内

の
感
染
者
も
二
千
人
を
超
え
て

き
ま
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

中
で
次
々
と
変
異
し
て
、
生
き

残
ろ
う
と
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
戦
い
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
、
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
健
康
寿
命
の
中
で
、
せ
め
て

今
を
切
に
生
き
た
い
と
願
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

委
員
長
　
西
川
　
敬
子

𠮷
田
健
次
郎
・
藤
原
恵
美
子

橋
本
　
京
子
・
多
田
　
範
子

「
80
歳
の
壁
」を
読
ん
で

ホットニュース
　八万北地区の会員のみなさんが
ウクライナ避難民を支援しよう
と、６月26日、総会に合わせてバ
ザーを企画。収益金19,010円を寄
付したことが８月23日の徳島新聞
に掲載されました。
　北地区以外の方々のご協力に対
しても、地区長吉岡文子さんより
お礼を申し上げたいとのことでし
た。


